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財
産
の
取
得
に
つ
い
て

質　

疑　

被
災
地
域
農
業
復
興

支
援
事
業
農
業
用
機
械
購
入
だ

が
、
事
業
実
施
に
向
け
て
、
実

際
に
利
用
す
る
頃
に
は
半
年
も

経
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
が
あ

る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
か
伺
う
。

答　

弁　

手
続
き
上
必
要
な
こ

と
で
あ
り
、
し
っ
か
り
や
っ
て

い
く
事
に
変
わ
り
な
い
が
、
営

農
に
支
障
を
き
た
し
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
早
め
早

め
に
相
談
を
受
け
、
手
続
き
に

入
る
部
分
の
時
間
を
で
き
る
だ

け
短
く
し
、
営
農
に
支
障
が
無

い
よ
う
に
対
応
す
る
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

平
成
28
年
度
南
相
馬
市
工
業
用

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

質　

疑　

牛
来
浄
水
場
の
除
染

作
業
に
伴
う
業
務
の
委
託
料
の

減
額
だ
が
、
内
容
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

弁　

当
初
計
上
で
は
全
体

除
染
を
想
定
し
て
い
た
が
、
実

際
除
染
を
し
た
面
積
が
下
回
っ

た
こ
と
で
の
減
額
補
正
と
な
っ

た
。
主
な
面
積
だ
が
、
舗
装
の

部
分
で
は
、
当
初
１
千
395
平
米

に
対
し
、
258
平
米
。
側
溝
部
分

で
、
約
２
千
ｍ
に
対
し
、
660
ｍ

で
あ
る
。

質　

疑　

放
射
線
量
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

弁　

除
染
前
は
、
０
・
22

　

／
ｈ
が
平
均
で
あ
っ
た
が
、

除
染
後
は
、
０
・
17　

／
ｈ
に

減
少
し
た
。
調
査
結
果
の
線
量

は
下
が
っ
た
と
い
う
こ
と
だ

が
、
今
後
に
向
け
て
、
自
前
で

測
定
を
し
、
安
全
性
の
確
保
と

確
認
等
に
努
め
て
い
く
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

平
成
28
年
度
南
相
馬
市
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

多
面
的
機
能
支
払
推

進
事
業
の
交
付
金
の
時
期
の
遅

れ
と
早
期
支
払
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

今
回
の
補
正
は
、
事

務
費
に
係
る
補
正
減
だ
が
、
支

払
い
が
若
干
遅
れ
た
の
は
、
国
の

交
付
決
定
が
８
月
に
な
り
、
そ

の
前
に
事
務
を
行
う
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
こ
と
、及
び
鹿
島
区・

原
町
区
で
40
組
織
あ
り
、
全
組

織
が
ま
と
ま
っ
た
段
階
で
請
求

を
出
し
た
こ
と
に
よ
り
今
回
遅

れ
が
生
じ
た
。
今
後
は
、
市
の

補
助
負
担
分
25
％
の
部
分
を
先

行
し
て
支
払
い
が
可
能
と
思
う
。

事
務
的
に
も
簡
素
化
で
き
る
よ

う
な
形
で
対
応
す
る
。

質　

疑　

鳥
獣
被
害
防
止
緊
急

対
策
事
業
の
大
規
模
侵
入
防
止

柵
設
置
の
変
更
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

大
規
模
侵
入
防
止
柵

５
千
ｍ
か
ら
２
千
ｍ
へ
の
変
更

だ
。
貸
与
す
る
場
合
、
刈
払
い

の
協
力
、
地
区
の
合
意
が
必
要

で
あ
り
、
今
年
度
、
各
地
区
の

調
整
が
整
わ
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
３
千
ｍ
の
事
業
は
来
年

度
進
め
る
と
い
う
こ
と
で
減
額

と
し
た
。

質　

疑　

捕
獲
し
た
後
の
考
え

方
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

環
境
省
、
農
林
水
産

省
等
々
と
も
協
議
を
進
め
て
い

る
が
、
ま
だ
そ
の
方
向
性
を
明

確
に
言
え
る
段
階
で
は
な
い
。

引
き
続
き
、
処
理
や
処
分
に
つ

い
て
理
解
頂
け
る
よ
う
対
応
し

て
い
く
。

質　

疑　

大
規
模
柵
や
電
気
柵

の
設
置
に
よ
り
駆
除
や
捕
獲
の

作
業
に
、
不
都
合
が
生
じ
る
の

か
ど
う
か
伺
う
。

答　

弁　

山
へ
の
出
入
り
時
に

支
障
が
出
な
い
こ
と
、
不
慮
の

事
故
に
な
ら
な
い
よ
う
な
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
捕
獲
隊
を
編

成
す
る
に
あ
た
っ
て
委
嘱
状
を

交
付
し
て
お
り
、
一
堂
に
会
す

る
機
会
が
あ
り
、情
報
の
提
供
、

共
有
す
る
た
め
ど
こ
に
柵
を
設

置
し
て
い
る
の
か
呼
び
か
け
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

質　

疑　

過
年
発
生
公
共
災
害

復
旧
事
業
（
都
市
公
園
施
設
）

で
あ
る
が
、
県
の
防
潮
堤
・
防

災
林
の
事
業
の
遅
れ
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

弁　

県
の
説
明
で
は
、「
防

潮
堤
の
工
事
は
、
今
年
の
３

月
で
終
わ
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、
今
年
度
中
に
は
終
わ
ら
せ

た
い
。
防
災
林
工
事
は
、
今
年

の
８
月
ご
ろ
発
注
し
、
来
年
の

10
月
以
降
ま
で
に
終
わ
ら
せ
た

い
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

質　

疑　

活
力
あ
る
商
店
街
支

援
事
業
補
助
金
で
あ
る
が
、
老

朽
化
を
含
め
た
対
応
と
い
う
こ

と
だ
が
、
こ
う
い
う
施
設
等
は

必
要
で
あ
り
、
今
後
も
商
業
活

性
化
の
支
援
に
取
り
組
む
の
か

伺
う
。

答　

弁　

震
災
後
、
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
ー
で
は
な
い
が
、
災

害
公
営
住
宅
等
、
街
な
か
の
居

住
者
を
増
や
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
商
店
街
整
備
、
或
い
は

支
援
に
つ
い
て
今
後
と
も
力
を

入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

質　

疑　

特
別
都
市
下
水
路
維

持
管
理
事
業
の
、
維
持
費
、
利

用
の
負
担
金
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

今
現
在
使
用
料
を
徴

収
し
て
い
な
い
し
、
当
時
か
ら

徴
収
し
て
い
な
い
。
毎
年
若
干

の
補
修
程
度
の
経
費
は
か
か
っ

て
い
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
使

用
料
は
徴
収
し
て
い
な
い
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。
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除染が進む牛来浄水場


